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Q Ａ

熊本地震で、Ｓ56年6月以降と 講演の中で報告あり。

H12年以降の被害について 新築物件でも無傷では無かった。基準法を上回る地震

(ＭＫ) であった。

その中でも被害を受けていない建物も少なくない。耐

震壁の配置、金物の施工方法など、少しずつ何かが狂

うことで、被害につながっている。

詳しくは、調査報告が公的に出るだろう。

木造２階建アパートの外部鉄骨 外部の鉄骨フレームは木造本体に比べて柔らかいの

廊下と階段の扱いはどうすべき で、廊下、階段等の荷重は本体で受け持つと考えたほ

か うが良い。

(ＩＭ)

葺き土の厚さによって建物の負 重さが変わる場合は、必要耐力をきちっと計算して変

担は変わるが、同じで診断して えるべきである。

よいか Ａｉ分布を計算して算出する。

(ＩＭ)

伝統構法で基礎の改修なしで耐 柱の強度を上げる－抱き柱など。

力を上げる方法はあるか 接合部の強度を上げる

(ＹＩ) 足固めも有効な方法

伝統構法で足固めを施工した場 基礎ランクⅢから足固めを施工することで

合の効果は数値で表せるか 基礎ランクⅡで算定できる。

(ＹＩ)

柱に間柱をボンド付けした場合、間柱の強度でなく、合板の釘位置の違いなので、間柱

耐力壁の勝ち負けは無くなるの をボンド付けしても変わらない。

ではないか

(ＹＨ)

柱、土台、梁等の面が違う場合、 木材同士、接着剤でしっかり貼り付ければ、低減は必

木材をボンド付けして面をそろ 要ない。

えた場合、低減は必要か。

(ＭＫ)


